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2024年３月期第２四半期業績予想値と実績値との差異 
及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 
 2023年５月12日に公表いたしました2024年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想値と本日公表の実

績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
 また、2023年５月12日に公表いたしました2024年３月期通期連結業績予想につきましても、下記のとお

り修正いたしましたので、併せてお知らせいたします。 
 

記 
 
１． 2024年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想値と実績値との差異（2023年4月1日～2023年9月30日） 
 

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益 

 
前回発表予想（A） 

百万円 

41,800 
百万円 

310 
百万円 

280 
百万円 

270 
円 銭 

0.94 
今回発表実績（B） 51,087 240 228 221 0.77 
増 減 額    （B－A） 9,287 △70 △52 △49  
増 減 率    （％） 22.2 △22.6 △18.6 △18.1  
(ご参考)前期第２四半期実績 
(2023年3月期第2四半期) 

   
42,973 

 
371 

 
338 

 
134 

 
0.47 

 
２． 2024年３月期通期連結業績予想数値の修正（2023年４月１日～2024年３月31日） 
 

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 
前回発表予想（A） 

百万円 

84,500 
百万円 

630 
百万円 

490 
百万円 

470 
円 銭 

1.63 
今回修正予想（B） 98,300 580 460 450 1.56 
増 減 額    （B－A） 13,800 △50 △30 △20  
増 減 率    （％） 16.3 △8.0 △6.1 △4.3  
(ご参考)前期実績 
(2023年3月期) 

 
84,822 

 
794 

 
648 

 
398 

 
1.38 

 
 



３． 差異及び修正の理由 
当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、貴金属事業においてロシア・ウクライナ情勢等の地

政学的リスクの高まりにより金価格が高値で推移したことから、金地金の取引高が当初見込みを大幅に上

回り売上高が92億87百万円前回発表の予想から増加いたしました。他方、営業利益、経常利益及び会社

株主に帰属する四半期純利益につきましては、日米金利差等に起因する円安の影響を受け海外出資金の為

替差益 37 百万円を計上したものの、第２四半期末時点において一時的に金価格の下落等があったことか

ら棚卸評価損62百万円を計上したこと等により、営業利益70百万円、経常利益52百万円、親会社株主

に帰属する四半期純利益49百万円、それぞれ前回発表の予想から減少いたしました。 
通期の連結業績予想値につきましては、貴金属事業において日米金融当局の政策修正等から金利上昇の

懸念はあるものの、ロシア・ウクライナ情勢、中東情勢等の地政学的リスクの高まり等により金価格は引

き続き高値で推移するものと思われます。これにより金地金の取引高が前回発表の予想より増加すると見

込まれることから売上高は13,800百万円の増収を見込んでおります。 
他方、円安に起因するエネルギー価格や資源価格等のコストの上昇が見込まれることから営業利益、経

常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益が上記のとおり前回発表の予想を下回る見込みとなりまし

た。 
今後、業績予想の修正が必要となった場合は、速やかに公表いたします。 
 

  
（注）上記の業績予想につきましては、本資料の発表時において入手可能な情報に基づいて判断したもので

あり、実際の業績は今後の様々な要因により予想値と異なることがあります。 
 
 

以上 


